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○主な事業（新規）（開催日順）  

　  

| 事業概要  

平和の大切さについて考えてもらう機会とする

ため平和に関する映画を主に高校生を対象に上

映。  

 

| for 20th anniversary 
戦後 80 年を迎えるにあたり、平和の尊さと戦争

の悲惨さを若い世代に継承していくため、20 周

年の記念事業とした。 

 

| 効果・実績  

「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら」を上映。当日は足下の悪い中、多くの

高校生が来場。上映後のアンケートでは「今の生活がどんなに幸せなのかをよく感

じることができた」、「貴重な時間を提供いただきありがとうございました」といっ

た感想が寄せられるなど、普段感じることができない戦争の悲惨さを体感するとと

もに、平和の大切さや戦争のない社会がいかに幸せかを知っていただく貴重な機会

となった。  
◆参加人数 ：  228 人  

 

| 事業概要  

市民に災害を想定した準備を促すため、地震体験

や段ボールベッドの組み立て体験を実施。また、

災害時に活躍する消防車両の展示や乗車体験を行

い、消防・防災行政への理解促進を図る。 

| for 20th anniversary 
若い世代、子育て世代に防災意識、火災予防に関

心をもっていただくため、子どもたちに人気のあ

る「働く車」、消防・救急車両の展示、乗車体験を

実施することにより 20 周年を盛り上げた。  

| 効果・実績  

・キッズダンスの４公演も相まって、親子連れの

来場者が多く訪れた。市民課の休日窓口開庁もあ

り、イベント開始 20 分後には駐車場が満車となる

が、窓口来所者に迷惑がかからないように、駐車

場を優先するなどの対応をした。飲食ブース 6 店、

アクセサリー販売 2 店も行列ができる程の人気で

あった。浸水診断や地震体験車、避難所開設訓練も多くの人に体験していただくこと

ができ、大きな成果となった。 

◆来場者数：約 4,500 人  
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| 事業概要  

出場者、観覧者を市内外から募集できる「NHK 全国放送

公開番組」を招致、実施することにより、20 周年を盛

り上げ、同時に春日部市を広く全国に発信する。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年記念事業として春日部市・ＮＨＫさいたま放送

局共催で実施。  

 

| 効果・実績  

放送の冒頭、春日部市の紹介では、市の特色を広く全国

にＰＲすることができた。また、予選、本選ともに会場

は満席となるなど、本イベントを通じて市民と共に 20

周年を盛り上げることができた。 
◆放送当日観覧者：約 1,300 人 

 

 

 

 

| 事業概要  

『クレヨンしんちゃん』の野原しんのすけくん

をゲストとし、春日部ならではの音楽祭を開催。 
市内外の子ども達や子育て世帯に音楽を触れる

体験の機会を創出する。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年記念事業として、春日部フィルハーモニ

ー管弦楽団の主管で実施。 

 

| 効果・実績  

『クレヨンしんちゃん』の野原しんのすけくんの参加もあり、出演者と来場者が一体

となり、会場が大いに盛り上がった。 
小さなお子様もオーケストラに触れられる貴重な機会となったが、なじみのある楽曲

選定に加え、振り付けを交えた演奏が行われるなど、家族全員で楽しめるイベントと

なった。  
◆観覧者：約 1,100 人  
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| 事業概要  

市制施行２０周年を記念し、これまでの『クレヨンしん

ちゃん』と春日部市のあゆみを振り返るとともに、両者

のつながりを感じる機会を作ることを目的に、春日部と

『クレヨンしんちゃん』に関する展示を開催することで、

市への愛着醸成および交流人口の増加を図る。                                          
| for 20th anniversary 
20 周年記念として、春日部市オリジナルグッズの「ク

レヨンしんちゃん絵はがきセット」の絵柄全 14 種類の

の「アクリルキーホルダー」を製作・販売した他、野原

しんのすけくんを招きグリーティングを実施。 

| 効果・実績  

イラスト展開催 2 日目に、『クレヨンしんちゃん』の野

原しんのすけくんをゲストとして招き、事前抽選の当選

者とのグリーティングを行う。 
グリーティング（野原しんのすけくんとフォトスポットで写真撮影） 
８月 10 日（日）　※各回３０組×３回（市内在住者優先・年齢制限なし）当日 100 名  
◆延べ参加者数：4,834 人 

 

 

| 事業概要  

アラウンド 40 に向けた、定住促進イベントとして実施。 
定住促進リーフレット「かすかべでくらそう」などの展示、

市の取組に関するクイズラリー（合わせて市長室で写真撮

影、議場見学あり）、かすかべフードセレクション認定事

業者などのキッチンカーが出店、市内の住宅建築会社によるブ

ース展示、CAFE BLOOMY’S KASUKABE とコラボし、懐かしの給

食を販売など数多くの企画を実施した。 

| for 20th anniversary 
20 周年を記念し本イベントを実施。 

| 効果・実績  

キッズダンスの開催もあり、３世代に渡る来場者が訪れた。飲食ブース 12 店、おも

ちゃくじ１店の出店があり、特にキリンビバレッジ株式会社が出店した午後の紅茶

キッチンカーが大好評で、待ち時間が１時間を超える大行列ができる程の人気であ

った。住宅建築会社の出店は 10 店あり、多くのブースに賑わいが感じられた。くじ

や射的などのイベントを実施し、お客を集め、住宅の説明やアンケートを実施して

いた。CAFE BLOOMY’S KASUKABE での給食販売も好調で、早い段階で完売となった。

市では、事業説明用のポスター展示や市役所庁舎内を巡るクイズラリー兼アンケー

トを実施し、参加者には抽選ができるとしたことで多くの集客ができた。 
◆来場者数：809 人（アンケート回答者数より） 
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| 事業概要  

相撲道の普及、地域の活性化、青少年の育成を

目的として行われる大相撲の巡業をアイル・ア

リーナ　ウイング・ハット春日部（春日部市総

合体育館）で開催  
主催：大相撲春日部場所実行委員会（テレビ愛

知等）協力：春日部市。 
 

| for 20th anniversary 
市制施行 20 周年を記念して、３年ぶりに春日部場所を開催した。 
たまり席とセットの記念座布団に「春日部市市制施行 20 周年記念」の文言を記載した。 
 

| 効果・実績  

前回はコロナ禍の影響で来場者数は伸び悩んだが、今回は、５月に第７５代横綱（大

の里）が誕生するなど相撲界での盛り上がりもあり、追加販売分のチケットも含め

完売となった。その結果、来場者数は、前回の倍以上となり、会場は大いに賑わっ

た。また、会場内で出店していたフードセレクション事業者の売上も上々であった

とのこと。  
◆来場者：5,200 人  

 

 

| 事業概要  

環境への取り組みが企業活動において急激に進みつ

つある中、自治体として市民らに対して、地域の環境、

世界の環境の現状に関して改めて気づきをもたらす

場を創出することが重要であると考え、識者を招いた

講演会を開催する事とした。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年記念としての新規事業。 

 

| 効果・実績  

JT 生命誌記念館名誉館長である中村桂子氏をお招きし、「人間は生きものという視

点の大切さ～生命誌からの提案～」というタイトルで講演を実施。講演の様子は、

会場観覧だけでなく zoom のウェビナー機能を利用し、オンラインでの配信も行った。

また、講演については、多くの参加者からご好評をいただき、参加者それぞれが今

後の生き方、考え方について”気づき”を得られるものとなった。 
併せて職員による取組報告 
「春日部市ゼロカーボンシティ推進本部の取り組みについて」を実施。市が市民・

事業者と連携し推進している、地域脱炭素の取り組みを紹介。 
◆来場者 73 名、オンライン視聴 15 名、合計 88 名 
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| 事業概要  

本市において永年にわたり事業を継続し、市

内経済及びコミュニティの発展に貢献してき

た事業者に感謝と敬意を表し、顕彰を実施。 
 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、創業百年を超える市内

事業者を顕彰した。春日部商工会議所、庄和

商工会、豊野工業団地協同組合に推薦をいた

だき、47 事業所に対して、顕彰状の他、記念

品として記念誌、事業所名入りの記念凧を贈

呈した。  

 

| 効果・実績  

受賞した 47 事業所のうち 28 事業所が顕彰式に出席した。式典では、長い伝統を守り

つつも新たな時代の挑戦へと一歩踏み出す姿勢があまた示され、地域の持続的な発展

につながった。  

 

 

 

 
 

| 事業概要                         
市内各高等学校の特色ある取り組みを発表する場を設け、

生徒の活動意欲の向上とともに春日部の学校の魅力を参

加者に PR する機会を創出する。 

 

 

| for 20th anniversary 
20 周年を記念し本イベントを実施した 

 

| 効果・実績  

市内 8 つの学校の高校生が書道パフォーマンスや吹

奏楽など、日頃の成果を披露しました。 
また、高校説明会も開催し、学校ごとの特色を来場者

にアピールする場となりました。 
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○主な事業（開催日順）  

　　  

| 事業概要  

「JAZZ でまちなかににぎわいをつくろう」をテー

マに掲げ、会場周辺の商店会が連携して中心とな

り、地域ににぎわいを創出すると共に、商店の販

促効果とジャズ文化(音楽文化)の浸透を図る。 

 

| for 20th anniversary 
２０周年事業を記念し、例年より多くの団体に出

演を依頼した。  
また、出演団体の構成も、地元のジャズ愛好家から、高校吹奏楽部、プロなど多彩な

顔ぶれとした。  

 

| 効果・実績  

晴天にも恵まれ、前年から約２割増の約 7,500 人の来場者が市内外から訪れた。 
来場者が周辺の店舗等にも立ち寄るなどし、ジャズ文化の浸透とあわせ、地域のにぎ

わいの創出が図られた。 
◆来場者数：約 7,500 人  

 

 

| 事業概要  

よりよい地域コミュニティづくりを図り、市民一人ひ

とりの手による手づくりで、市民及び観光客が安全で

安心して楽しめるまつりを目指し開催。 

 

| for 20th anniversary 
『クレヨンしんちゃん』の野原一家の皆さんによる、

パレード及びステージへの参加。 

 

| 効果・実績  

『クレヨンしんちゃん』の野原一家の皆さんの参加の効

果もあってか、特に午後のステージでは、こどもから大

人まで多くの観覧者で盛り上がりを見せた。 
◆来場者数：約 115,000 人 
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| 事業概要  

春日部大凧あげ祭りの伝統文化を保存・継承するとともに、

観光資源としてさらなる活性化を図る。 

 

| for 20th anniversary 
「ビッグカイト飛揚（くじら凧など）」、「みんなで祝おう   
　春日部オリジナル凧あげ大会」、「大凧あげ祭りフォトスポッ

ト」の設置、「 20 周年記念凧」の飛揚など特別な企画を実施した。 

 

| 効果・実績  

晴天にも恵まれ、前年から約２割増の約 7,500 人の来場者

が市内外から訪れた。 
来場者が周辺の店舗等にも立ち寄るなどし、ジャズ文化の浸

透とあわせ、地域のにぎわいの創出が図られた。 
◆来場者数：約 7,500 人  

 

 

| 事業概要  

マラソン大会を通じて「春日部市」と「大凧あげ」を広

く全国に周知するとともに、市民のボランティア意識の

高揚を図る。 

| for 20th anniversary 
スポーツ協会創立 70 周年記念と併せ、 20 歳と 70 歳の

ランナーの中から抽選で当選した 20 名とゲストランナ

ー（かすかべ親善大使  平井信行さん）、大会イメージ

キャラクターふじたこくんと開会式後に記念撮影を行った。  
・2km の種目にお孫さんと祖父母のペアで参加できる「孫 Run」（まごラン）を新設

した。  
・ゲストランナーとは別に招待選手（弓削田眞理子選手：世界マスターズ女子 65～ 69
歳フルマラソン世界記録保持者）に参加いただいた。 

| 効果・実績  

・全国から参加されたランナー 5,249 人や約 900 人の競技役員ボランティア、協賛企

業等に市制施行 20 周年をＰＲすることで、 20 周年を記念する機運を効果的に盛り上

げることができた。  
・20 周年・ 70 周年の節目を記念する大会の特別企画として、当選したランナーやそ

の付き添いのご家族・ご友人等の記憶に残る大会とすることができた。  
・記念大会として新たな部門を設けたことで、新規のランナーを獲得することができ

たとともに、和やかな雰囲気を演出できた。  
・世界記録保持者の招待選手の参加により例年よりも効果的な大会ＰＲ・参加者募集

に繋げることができたとともに、招待選手が大会記録（ハーフ 60 歳以上女子の部）を

更新して優勝し、大会に花を添えることができた。 
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| 事業概要  

沖縄の力強い演舞と食文化を取り入れたイベントで、多彩な

交流と演出を創ると共に、周辺商店街が中心となり地域の賑

わいづくりを目的に開催。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、例年より多くの団体に出演を依頼した。 
また、20 回連続出場の団体への記念品贈呈やスペシャル抽選会、沖縄

出身の平川美香さん（HY 仲宗根泉さんの従姉妹）の歌唱など企画盛り

だくさんの内容とした。 

 

| 効果・実績  

１日目（土曜日）は雨風の天気であったにもかかわらず、２

日間合計で、前年から約５割増の 6,750 人（ララガーデン春

日部会場 150 人含む）の来場者が市内外から訪れた。 
来場者が周辺の店舗等にも立ち寄るなどし、地域のにぎわい

の創出が図られた。  
◆来場者数：約 6,750 人  

 

 

 
 

| 事業概要  

江戸時代の八坂神社の祭礼を由来とするもので、昭和 48

年に旧春日部市の市制施行 20 周年を記念し、市民祭りと

して開催されて以来続いている。粕壁地区自治会連合会、

春日部商工会議所、一般社団法人春日部市観光協会の三団

体が主催し、御輿パレードや流し踊りなどが行われている。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年記念協賛事業として実施。 

 

| 効果・実績   

12 日は、御輿パレードに 22 基の御輿が参加。13

日は 3 基の山車と御輿が 24 基参加し、春日部駅東

口周辺が大いに盛り上がった。また、その他の催

しとして、流し踊り・和太鼓競演・よさこいソーランも行われ、イベントに一層の

賑わいを演出していた。 
◆来場者数 ： 約 251,000 人  
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| 事業概要  

平和の大切さや戦争の悲惨さを広く住民に周知し、平

和の重要性について考えるきっかけとするため、非核

平和都市宣言朗読・平和コンサート等の事業を実施。 

 

| for 20th anniversary 
ウクライナのこどもたちの絵やその他の平和に関す

る「巡回展示」の実施。 

 

| 効果・実績  

「憲法くんがやってくる」と題し、コメディアンの松元ヒロ氏による講演会を実施。

講演後のアンケートでは「憲法の前文を聞いて感動した」、「憲法を大事にしたい」

といった感想や、講演に先立ち行われた、松実学園高等学校の生徒３名による「春

日部市非核平和都市宣言」の朗読に対しても、「とてもよかった」という声が寄せら

れるなど、平和の大切さなど改めて考える貴重な機会となった。 
このほか、会場の粕壁市民センター２階ギャラリーにて、「『平和をめざして』市内

高校生のアンケート結果報告」や「ウクライナの子どもたちの絵」などの展示のほ

か、展示期間中に、ミニコンサートも実施。 
◆来場者:214 人  

 

| 事業概要  

公園橋を最大限に有効活用し、地域の人々と協力し、「人と

人が繋がるちから」を引き継ぎ、新たな賑わいを創出すると

共に、地域住民の思い出を創ることができる。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、ステージでの演奏やせせらぎを利用し

たダックレースを開催した。                             
また、グルメコーナーやゲームコーナー等盛りだくさん

のイベント内容とした。 

 

| 効果・実績  

暑さ対策のため開催時間を短くしたことや他のイベン

トと重なったことなどにより、前年より少ない来場者数

となったが、暑い中多くの親子連れが来場し、大いに賑

わうとともに、憩いの場として公園橋が最大限活用でき

た。  
◆来場者:12,000 人  
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| 事業概要  

よりよい地域コミュニティづくりを図り、市民

一人ひとりの手による手づくりで、市民及び観

客が安全で安心して楽しめるまつりを目指し、

開催。  
今年度から、春日部市コミュニティ推進協議会

主催の「春日部コミュニティ夏まつり」と庄和

商工会・春日部市大凧花火大会実行委員会主催

の「春日部市大凧花火大会」について、名称を

統一。（「まつりの部」と「花火の部」の２部構

成）  

| for 20th anniversary 
花火の部において、市制施行 20 周年を記念し、20 周年記念

花火を打ち上げ。  

| 効果・実績  

当日は酷暑が予想されたが、熱中症等による救急搬送者も無

く、盆踊りをはじめとする様々な催しや、市民団体による模

擬店が出店され、市民及び観客が安全で安心して楽しめるま

つりとして、成功裏に終えるこ。とができた。 
花火の部では、多数のスターマインが打ち上げられ、夜空一

面に広がった光の花に、観客からは大きな歓声と拍手が沸き

起こった。  

◆来場者：18,000 人  

 
 

| 事業概要  

日頃より本市のインフラ等を支えている建設

業関連団体から市民へのアピールの場を設け

るとともに、公共空間を活用したにぎわいの

場を提供し、地元商店会の協力のもと、市民

に飲食しながら楽しんでもらうことを目的と

する。  

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、昨年より多くの飲食店

舗(16 店舗⇒27 店舗)が出店するとともに、実

行委員会に新たに１団体の協力をいただいた。 
新たな企画として、ステージ上でのキッズダ

ンスや水鉄砲の制作、クワガタの成虫の配布を追加するなど、盛りだくさんの内容と

した。  

| 効果・実績  

・昨年同様、各ブースには多くの子ども達に参加していただき、20 周年を記念する機

運を効果的に盛り上げることができた。 
・来場者が歩道に設置した店舗等に立ち寄るなどし、公共空間を活用したにぎわいの

創出が図られた。  
・建設業関連団体が日々行っている「まちづくり」や「ものづくり」を多くの子ども

達に楽しみながら体験、学習してもらうことができ、来場者にアピールすることがで

きた。  
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| 事業概要                              
多年にわたり、社会に尽くしてこられた高齢者を敬愛し、長寿

を祝うため、式典、アトラクション等を実施する。 

 

| for 20th anniversary 
・受付付近に 20 周年記念おもてなしブースを設け、お茶と一口

菓子で来場者をもてなした。 
・アトラクションとして 20 周年記念お楽しみ抽選会を実

施した。  
・来場者特典の祝菓子は 20 周年に合わせ 20 年の年輪をイ

メージしたバームクーヘンとした。 
・開会前の会場内で 20 周年記念 PR 動画を上映した。 
 

| 効果・実績  

おもてなしブースについては来場した際や休憩の時に多くの方にご利用いただき大変

好評だった。お楽しみ抽選会は午前の部 20 名、午後の部 20 名が当選し大いに盛り上

がった。併せて来場者に向けて市制 20 周年記念を PR することができた。前年より多

くの来場者が訪れ、例年以上の盛り上がりとなった。 
◆来場者数：2,276 人 

 

 

 
 

| 事業概要  

市内事業者と市民のコミュニケーションの場を提

供すると共に、市内で生産及び販売される優良製

品の展示を行い、市内外に紹介し、本市の商工業

の発展に寄与するもの。 
 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、くす玉割りや水陸両用車の試乗

を行った。  
また、青年部コーナーでは、プロによるヘアメイクなど

特別な体験のもとキッズランウエイを行った。 

 

| 効果・実績  

今年度は、会場が大沼運動公園からアイル・アリーナ　

ウイング・ハット春日部に変わり、駐車場が十分に確保

できたため、前年より多くの来場者が訪れ、例年以上の盛り上がりとなった。  
◆：来場者　60,000 人 
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| 事業概要  

「JAZZ でまちなかににぎわいをつくろう」をテーマ

に掲げ、会場周辺の商店会が連携して中心となり、地

域ににぎわいを創出すると共に、商店の販促効果とジ

ャズ文化(音楽文化)の浸透を図ることを目的に、市内

外におけるアマチュアバンドやサークル及びプロア

ーティストによるジャズ演奏等を実施。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、スペシャルゲストを招いた。 
また、地元のジャズ愛好家など、おなじみの顔ぶれで会場内を盛り上げた。 

 

| 効果・実績  

天候にも恵まれ、多くのジャズファンが訪れた。 
来場者が周辺の店舗等にも立ち寄るなどし、ジャズ文化の浸透とあわせ、地域のに

ぎわいの創出が図られた。 
◆来場者：7,500 人  

 

 

 
 

| 事業概要                         
庄和地域の産業の振興を図るため開催。春日部

市、庄和商工会、埼玉みずほ農協で実行員会を

構成、市から補助金を支出して開催。商業市、

ステージカーを使用したイベント、上棟式、ス

クラッチくじなどを実施。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、かすかべ親善大使のはな

わさんを招いた。  
また、救急車やパトカーなど色々な車輛を展示

した。  
 

| 効果・実績  

朝から雨だったため、前年より少ない来場者数

となったが、かすかべ親善大使のはなわさんの

ステージでは、キッズダンスチームとコラボし、

大きな盛り上がりとなった。 
◆来場者：10,000 人  
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| 事業概要                         
市内農産物を普及し、農業振興を図るため、

農業祭を開催している。農産物展示即売会、

農業団体などによる模擬店販売、小学生の絵

画・書道展、稲わらリース作り体験、動物ふ

れあいコーナー、三角くじ抽選、ミニサッカ

ー大会などを実施。  

 

| for 20th anniversary 
市制施行 20 周年及び第 50 回である記念として、

野菜、果物、米など春日部産農産物で飾った宝船

の展示を行った。  
展示終了後の宝船農産物は、市内子ども食堂（４

施設）へ寄付。  

 

| 効果・実績  

昨年より穏やかな天候であったことから、前年より多くの来場者があり、売り切れ

た農産物販売ブースも多かった。宝船の周辺には、フォトスポットとしてスマホで

写真撮影している方も多かった。また、農産物品評会では、昨年度よりも１割程多

い出品があり、農家の意欲向上も伺えた。 
◆来場者数：18,000 人 

 

 
 

 事業概要                         
市に根付く音楽文化を守り、育むため、また、多くの

方に味わっていただくことを目的として開催。 
　今年は、メインコンサートのテーマを「どこかで聴

いたあの名曲」として、０才から対象のコンサートを

含め幅広い世代に親しんでいただけるよう、４つのジ

ャンルのコンサートを実施。 

 

| for 20th anniversary 
市制施行 20 周年記念企画として、一般参加者による 100 人規模の「花は咲く」の

合唱を実施。  
市内中学校（葛飾中学校・豊春中学校）の生徒にも参加いただいた。  

 

| 効果・実績  

インフルエンザ等の流行が重なり、室内イベントということもあって、合唱の参加

者においても急遽欠席などがあったが、各コンサートにおいて多数の来場をいただ

き、音楽文化に触れていただく機会の創出に寄与できた。 
◆来場者：約 1,000 人  
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| 事業概要                         
春日部市非核平和都市宣言の普及、啓発

を図り、市民の皆さんがやすらぎと希望

に満ちた、幸せで平和な日々を願い、平

和を考えるきっかけとなるよう例年開

催している。 

 

| for 20th anniversary 
市制施行 20 周年を記念し、弦楽四重奏

により華やかな演奏を行った。 

 

| 効果・実績  

天候にも恵まれ、当選者のうち 8 割近くの方が来場した。20 周年記念ということも

あり、弦楽四重奏により華やかでありながら親しみのある曲目を演奏。最後は平和

を考えるテーマの曲の演奏のほか、出演者と来場者が「ふるさと」を合唱し、会場

が一体感に包まれた。 
◆来場者：299 人  

 

 

 

 

 

| 事業概要                               
春日部の伝統を見直し、地元春日部への愛着と誇りを確

認していただくと共に、特産品（桐箱、桐まな板等）の

販売、春日部押絵羽子板直販売、アンケートなどを実施。 

 

| for 20th anniversary 
20 周年事業を記念し、アンケートに答えていただい

た中から羽子板や桐まな板など、景品を例年より

豪華にした。  

 

| 効果・実績  
昨年度から、会場を春日部市役所「まちなかひろば」

にて開催。2 日目が雨だったこともあり、前年よりも

来場者は減となったが、市役所を訪れた観光客が興

味を示すなど、多くの方が来場した。  
◆来場者：2,,000 人  
(1 日目:1,500 人、2 日目:500 人）  
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| 事業概要                         
20 歳を迎えた若者の人生の節目を祝福する

とともに、将来の幸福を祈念し、あわせて社

会人として、市民としての自覚を促すことを

目的に開催。二十歳の対象者および社会教育

関係団体による実行委員会を組織。 

 

| for 20th anniversary 
オープニングイベントとして、春日部女子高等学校マ

ンドリンギター部とかすかべ親善大使山口乃々華さ

んによるコラボイベントを開催。 
また、式典終了後に大抽選会を実施。 

 

| 効果・実績  

オープニングイベントにかすかべ親善大使の山口

乃々華さんにお越しいただき、式典に花を添えていただいた。 
また令和７年度に引き続き大抽選会を実施し、参加者からは好評を博した。 
◆参加者　1,372 人　出席率　71.4％ 

 

 

　  
 

| 事業概要                             
未来を担うこども達に魅力あふれる春日部を大切に

つなげていくことを目指し、地域の方々への SDGｓの

普及啓発や地域全体のＳＤＧｓ達成に向けて、各自の

取組を促進させることを目的として実施。 

 

| for 20th anniversary 
特別企画「かすかべの好きなところを教え

て！」を実施。（未来に残したい、かすかべの

好きなところにシールを貼って教えてもらう

企画）  

| 効果・実績  
オープニングイベントとして、ステージにおいて

キッズダンスの発表を実施。キッチンカーやはし

ご車搭乗体験などもあり、また天候にも恵まれた

ことから、前年度よりも来場者増となった。  
 
◆来場者：延べ 3,873 人  
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○春日部市市制施行２０周年記念プレ事業（実施日順）  

 
№ 事 業 名

開 催 期 日  

もしくは期 間

事 業 の目 的 ・概 要 開 催 会 場

主 催 者  

共 催 者

 

1

令 和 ７年 春 日

部 市 二 十 歳

を祝 う会

令 和 ７年  

１月 12 日 (日 )

20 歳 を迎 えた若 者 の人 生 の節 目 を

祝 福 す る と と も に 、 将 来 の 幸 福 を 祈

念 し、あわせて社 会 人 として、市 民 と

しての自 覚 を促 すことを目 的 に開 催 。

二 十 歳 の対 象 者 お よび社 会 教 育 関

係 団 体 による実 行 委 員 会 を組 織 。

正 和 工 業 にじ

いろホール（市

民 文 化 会 館 ）

大 ホール

春 日 部 市 、

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

2

令 和 ７年 春 日

部 市 消 防 団

出 初 め式

令 和 ７年  

１月 13 日  

(月 ・祝 )

地 域 住 民 の火 災 予 防 の意 識 向 上 の

ほ か 、 消 防 団 員 の 職 務 遂 行 に 必 要

な 人 員 、 服 務 、 機 械 器 具 及 び 訓 練

礼 式 等 の点 検 を行 うことにより、組 織

としての災 害 活 動 体 制 の万 全 を期 す

ることを目 的 として実 施 。

正 和 工 業 にじ

いろホール（市

民 文 化 会 館 ）

春 日 部 市 、 

春 日 部 市

消 防 団

 

3
ストロベリー 

フェスティバル

令 和 ７年  

１月 19 日 （日 ）

市 民 を 対 象 と し 、 市 の 特 産 品 で あ

るイチゴやイチゴを使 った食 品 を販

売 しＰＲを実 施 。

春 日 部 市 役 所

まちなかひろ

ば、ひだまり 

ホール

春 日 部 市 主

催 、Cafe 

BLOOMY's  

春 日 部 共 催

 

4

か す か べ ビ ジ

ネスプランコン

テスト

表 彰 式 ： 

令 和 ７年  

１月 23 日 （木 ）

　 市 内 で 創 業 す る 機 運 を 高 め 、 地

域 の活 性 化 や雇 用 の創 出 につなげ

る た め 、 地 域 に 新 し い 価 値 を 創 造

す る 優 れ た ビ ジ ネ ス プ ラ ン を 募 集 ・

表 彰 するコンテストを実 施 。

東 部 地 域 振 興

ふ れ あ い 拠 点

施 設 「ふれあい

キ ュー ブ」 多 目

的 ホール A

春 日 部 市 、

春 日 部 商 工

会 議 所 、ふれ

あいキューブ

創 業 支 援  

ルーム、庄 和

商 工 会 主 催
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5

かすかべ 

健 チ ャ レ ス タ

ンプカード 

抽 選 会

令 和 ７年  

１月 31 日 （金 ）

市 民 の自 主 的 な健 康 づくりへの取

り組 みに対 してスタンプを押 印 し、ス

タンプ数 に応 じて抽 選 会 を実 施 。

春 日 部 市 保 健

センター

春 日 部 市

 

6

か す か べ

SDGs フォーラ

ム （ か す か べ

環 境 フ ェ ア と

の合 同 開 催 ）

令 和 ７年  

３月 15 日 （土 ）

市 民 や企 業 等 を対 象 。SDGs 目 標

達 成 に向 けた機 運 醸 成 、身 近 な環

境 問 題 や 脱 炭 素 取 組 み へ の関 心

の誘 引 。

春 日 部 市 役 所

本 庁 舎

春 日 部 市  

かすかべ環

境 ネット 

ワーク

 

7
かすかべ桜  

ウオーキング

令 和 ７年  

３月 30 日 (日 ）

ウ オー キ ング による 健 康 づく り を 促

す。

エンゼルドーム

前 緑 道 ～ 

桜 咲 く マルシ ェ

まで

春 日 部 市  

ふれあい 

ウ ォ ー キ ン

グ（団 体 ）、 

骨 盤 と腸 の

整 体 院 ナオ

ナ （ 桜 咲 く

マルシェ）
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○春日部市市制施行２０周年記念事業（実施日順）  

 
№ 事 業 名

開 催 期 日  

もしくは期 間

事 業 の目 的 ・概 要 開 催 会 場

主 催 者  

共 催 者

 

1
広 報 かすかべ

令 和 ７年 １月 ～ 

令 和 ８年 ３月

20 周 年 に関 する特 集 または記 念 イ

ベントなどを市 民 等 へお知 らせをす

る。

－ －

 

2
長 寿 記 念 事

業

令 和 ７年 度

長 寿 を祝 福 するため、満 101 歳 か

ら満 104 歳 、満 106 歳 から満 109

歳 の方 へ記 念 品 を贈 呈 。

－ 春 日 部 市

 

3

各 館  

文 化 事 業 、社

会 体 育 事 業

など

令 和 ７年 度

単 発 の学 習 講 座 等 でなく、一 定 の

規 模 で開 催 する舞 台 演 目 事 業 、講

演 事 業 、スポーツ事 業 などの開 催 。

各 館 各 館

 

4
Ｓ Ｎ Ｓ ハ ッ シ ュ

タグの確 立

令 和 ７年 ４月 ～

SNS 上 での記 念 事 業 の検 索 や閲

覧 を簡 易 にし、記 念 事 業 の情 報 や

PR を効 果 的 に発 信 するため、

Instagram 等 で２０周 年 記 念 のハ

ッシュタグを作 成 。

－ 春 日 部 市

 

5
フォト 

コンテスト

令 和 ７年 ４月 ～

市 内 の魅 力 を再 発 見 するとともに、

市 への愛 着 を更 に深 めるため、現

在 実 施 している Instagram への投

稿 を 20 周 年 記 念 バージョンに拡

充 。

－ 春 日 部 市

 

6
デ ジ タ ル サ イ

ネージＰＲ

令 和 ７年 ４月 ～

20 周 年 記 念 事 業 を効 果 的 に市 民

に届 け、効 率 的 な情 報 発 信 を目 的

に庁 内 のデジタルサイネージを活 用

したＰＲを実 施 。

－ 春 日 部 市



- 30 - 

 

7

シ ニ ア 向 け ス

マ ホ 教 室 ・ 特

殊 詐 欺 防 犯

教 室

令 和 ７年 ４月 ～

スマートフォンの操 作 に不 安 のある

高 齢 者 を対 象 に、操 作 の基 礎 やイ

ンターネットを悪 用 した詐 欺 等 の犯

罪 被 害 に遭 わないための知 識 を学

ぶ講 座 を行 い、インターネットリテラ

シーの向 上 を図 る。

各 公 民 館

行 政 デ ジ タ

ル 改 革 課 、

く ら し の 安

全 課 、中 央

公 民 館  

共 催

 

8
こどもアート

作 成 ： 

４月 〜９月  

展 示 ：11 月 〜

パレットやぎさきに通 う、こどもたち

の合 作 アートで 20 周 年 を祝 福 する

ことより、郷 土 愛 の醸 成 や祝 福 ムー

ドの向 上 を図 る。

パ レ ッ ト や ぎ さ

き 、 市 役 所 本

庁 舎

春 日 部 市

 

9

かすかべ 

健 チ ャ レ ス タ

ンプカード

令 和 ７年  

４ 月 １ 日 ( 火 ) ～

12 月 27 日 (土 )

市 で実 施 している健 康 づくりに繋 が

る様 々な取 り組 みへの参 加 など、

個 人 の自 主 的 な健 康 づくりへの取

り組 みを支 援 し健 康 増 進 を図 る。

健 （検 ）診 受 診 、健 康 づくり関 連 事

業 への参 加 等 でスタンプをため、抽

選 を実 施 。 

－ 春 日 部 市

 

10

武 里 団 地 さ く

ら ウ オ ー キ ン

グ

令 和 ７年  

４月 ５日 (土 )、 

令 和 ８年  

３月 28 日 (土 )

武 里 団 地 支 え合 い会 議 で立 ち上 げ

た「男 のセカンドライフ大 学 校 武 里

団 地 校 」のプロジェクトチームが団

地 内 のウオーキングマップを作 成

し、令 和 ７年 ３月 に完 成 。 

そのお披 露 目 と歩 き初 めイベントを

合 わせて実 施 し、武 里 団 地 内 外 の

方 々に武 里 団 地 の魅 力 を再 発 見 し

てもらう、ウオーキングをするイベン

ト。 

武 里 団 地 内 近

隣 公 園

春 日 部 市  

ふれあい 

ウ オ ー キ ン

グ
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11

Jazz Day 

かすかべ春  

▸P .17

令 和 ７年  

４月 19 日 (土 )

「JAZZ でまちなかににぎわいをつく

ろう」をテーマに掲 げ、会 場 周 辺 の

商 店 会 が連 携 して中 心 となり、地

域 ににぎわいを創 出 すると共 に、商

店 の販 促 効 果 とジャズ文 化 (音 楽

文 化 )の浸 透 を図 ることを目 的 に、

市 内 外 における学 校 の吹 奏 楽 部 、

アマチュアバンドやサークル及 びプ

ロアーティストによるジャズ演 奏 等 を

行 った。

中 央 町 第 4 公

園 、 東 部 地 域

振 興 ふ れ あ い

拠 点 施 設 「 ふ

れ あ い キ ュ ー

ブ」多 目 的 ホー

ル

春 日 部

TMO　

 

12

第 44 回 春 日

部 藤 まつり 

▸P .17

令 和 ７年  

４月 27 日 (日 )

よりよい地 域 コミュニティづくりを図

り、市 民 一 人 ひとりの手 による手 づ

くりで、市 民 及 び観 光 客 が安 全 で

安 心 して楽 しめるまつりを目 指 し開

催 。 

参 加 団 体 ：市 内 及 び近 隣 のコミュ

ニティ団 体 （出 演 ・出 店 ）及 び商 工

会 議 所 課 名 団 体 （出 店 ）

春 日 部 駅 西 口

ふじ通 り

春 日 部 市 コ

ミュニティ推

進 協 議 会

 

13

市 内 バスへの

ロ ゴ マ ー ク 掲

示  

▸P .54

令 和 ７年 ５月 ～ 

令 和 ８年 ３月

20 周 年 記 念 ロゴマークの PR や日

常 的 に市 民 や観 光 客 に対 して目 に

触 れる機 会 を増 やすため市 内 巡 回

バスへのロゴマーク貼 付 を実 施 。

－ 春 日 部 市
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14

かすかべ 

ウ オ ー ク イ ベ

ント

令 和 ７年  

５月 、10 月

イベントをとおしたウオーキングをは

じめるきっかけづくりとモチベーショ

ン維 持 向 上 を図 るとともに、健 康 づ

くりを促 し、市 民 の健 康 増 進 を図

る。 

1 ヶ月 の 1 日 目 標 平 均 歩 数 を設 定

し、達 成 者 に抽 選 で商 品 をプレゼン

ト。その他 、ウオーキングコースを歩

き ALKOO マイレージポイントを付

与 、ウオーキング教 室 の実 施 等 。

－ 春 日 部 市

 

15

春 日 部 大 凧

あげ祭 り 

▸P .18

令 和 ７年  

５月 ３日  

(土 ・祝 )、 

５月 ５日  

(月 ・祝 )

春 日 部 大 凧 あげ祭 りの伝 統 文 化 を

保 存 ・継 承 するとともに、観 光 資 源

としてさらなる活 性 化 を図 る。

江 戸 川 河 川 敷

（西 宝 珠 花 ）

大 凧 あ げ

祭 り実 行 委

員 会

 

16

春 日 部 大 凧

マラソン大 会  

▸P .18

令 和 ７年  

５月 ４日  

(日 ・祝 )

マラソン大 会 を通 じて「春 日 部 市 」と

「大 凧 あげ」を広 く全 国 に周 知 する

とともに、市 民 のボランティア意 識 の

高 揚 を図 る。

レジデンシャルパ

ー ク Ｓ Ｈ Ｏ Ｗ Ａ

（ 庄 和 総 合 公

園 ）（主 会 場 ）

春 日 部 市 、 

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、春 日 部

市 ス ポ ー ツ

協 会

 

17

平 和 関 連 映

画 上 映 会  

▸P .12

令 和 ７年  

５月 10 日 (土 )

平 和 の大 切 さについて考 えてもらう

機 会 とするため平 和 に関 する映 画

を主 に高 校 生 を対 象 に上 映 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　小 ホール

春 日 部 市

 

18
郷 土 資 料 館

春 季 展 示

令 和 ７年  

５月 17 日 (土 ) 

～７月 ６日 (日 )

新 規 の収 蔵 品 を紹 介 する展 示 。

郷 土 資 料 館 企

画 展 示 室 （教

育 センター内 ）

春 日 部 市

教 育 委 員

会
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19

郷 土 資 料 館

春 季 展 示  

ミュージアム 

トーク

令 和 ７年  

５月 17 日 (土 )、 

６月 22 日 (日 )、 

７月 ６日 (日 )

学 芸 員 による春 季 展 示 の展 示 解

説 。

郷 土 資 料 館 企

画 展 示 室 （教

育 センター内 ）

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

20

消 防 ・防 災  

フェア 

▸P .12

令 和 ７年  

５月 24 日 (土 )

市 民 に災 害 を想 定 した準 備 を促 す

ため、地 震 体 験 や段 ボールベッドの

組 み立 て体 験 を実 施 。また、災 害

時 に活 躍 する消 防 車 両 の展 示 や

乗 車 体 験 を行 い、消 防 ・防 災 行 政

への理 解 促 進 を図 る。

本 庁 舎 （まちな

か ひろ ば、ひだ

まりホール等 ）

春 日 部 市

 

21

粕 壁 エ イ サ ー

まつり 

▸P .19

令 和 ７年  

５月 31 日 (土 )、 

６月 １日 (日 )

沖 縄 の力 強 い演 舞 と食 文 化 を取 り

入 れたイベントで、多 彩 な交 流 と演

出 を創 ると共 に、周 辺 商 店 街 が中

心 となり地 域 の賑 わいづくりを目 的

に開 催 。

東 部 地 域 振 興 ふ

れ あ い 拠 点 施 設

「 ふ れ あ い キ ュ ー

ブ」多 目 的 ホール

春 日 部

TMO　主 催  

春 日 部 市 　

共 催

 

22

市 民 体 育 祭

種 目 別 大 会

（４２大 会 ）

令 和 ７年 ６月 ～ 

令 和 ８年 ２月

スポーツ協 会 、レクリエーション協

会 、スポーツ少 年 団 の各 団 体 が主

管 し、加 盟 会 員 以 外 のスポーツ・レ

クリエーションを愛 好 する人 や団 体

も対 象 として、広 くスポーツ・レクリ 

エーション活 動 の普 及 振 興 を図 る。

市 内 体 育 施 設

等

春 日 部 市 、

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、 

各 ス ポ ー ツ

団 体

 

23

郷 土 資 料 館

春 季 展 示 解

説 講 座

令 和 ７年  

６月 28 日 (土 )

春 季 展 示 のテーマに関 して学 芸 員

が解 説 する講 座 。

教 育 センター

春 日 部 市

教 育 委 員

会
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24

か す か べ ビ ジ

ネスプランコン

テスト

募 集 ： 

令 和 ７年  

７月 ～９月  

表 彰 式 ： 

令 和 ８年  

１月 26 日 (月 )

　市 内 で創 業 する機 運 を高 め、地

域 の活 性 化 や雇 用 の創 出 につなげ

るため、地 域 に新 しい価 値 を創 造

する優 れたビジネスプランを募 集 ・

表 彰 するコンテストを実 施 。

東 部 地 域 振 興

ふ れ あ い 拠 点

施 設 「ふれあい

キ ュー ブ」 多 目

的 ホール A

春 日 部 市 、

ふれあい 

キューブ 

創 業 支 援  

ルーム、 

春 日 部 商

工 会 議 所 、

庄 和 商 工

会 　

 

25

第 ９回  

春 日 部 市 図

書 館 を 使 っ た

調 べ る 学 習 コ

ンクール

実 施 期 間 ： 

令 和 ７年  

７月 ～10 月  

表 彰 式 ： 

令 和 ７年  

11 月 ８日 (土 )

図 書 館 等 を活 用 した調 べる学 習 を

支 援 し、問 題 解 決 能 力 や考 える力

を育 成 するための作 品 コンクール。

優 秀 作 品 は全 国 コンクールに出

品 。

表 彰 式 ： 

教 育 センター

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、春 日 部

市 立 図 書

館 　共 催

 

26

春 日 部 市 民

県 展 入 選 作

品 展

令 和 ７年  

７月 １日 (火 )～ 

７月 ６日 (日 )

埼 玉 県 美 術 展 覧 会 （県 展 ）に入 選

した春 日 部 市 民 の作 品 （日 本 画 、

洋 画 、彫 刻 、工 芸 、書 、写 真 ）作 品

を公 開 し、市 民 が広 く芸 術 に親 しむ

機 会 を提 供 。

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」） 

ギャラリー

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、実 行 委

員 会

 

27
音 楽 鑑 賞 会

令 和 ７年  

７月 ５日 (土 )

質 の高 い芸 術 に触 れる機 会 を提 供

し、市 民 の文 化 意 識 向 上 に資 す

る。春 日 部 ゆかりの芸 術 家 を招 い

ての演 奏 会 とし郷 土 意 識 の高 揚 を

図 るとともに、地 元 での活 動 推 進 を

目 指 す。

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」）講 堂

中 央 公 民

館
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春 日 部 市 教

育 委 員 会 表

彰

令 和 ７年  

７月 19 日 (土 )

次 に該 当 する個 人 または団 体 を表

彰 する。 

①教 育 の振 興 、研 究 又 は改 善 に

努 め、その功 労 又 は功 績 が顕 著 な

もの 

②学 業 、課 外 部 活 動 、行 動 等 にお

いて、他 の模 範 と認 められる児 童 、

生 徒 又 は課 外 部 活 動 を行 う団 体

教 育 センター

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

29

NHK 全 国 放

送 公 開 番 組  

「 NHK の ど 自

慢 」の開 催  

▸P .13

令 和 ７年  

７月 19 日 (土 )、

７月 20 日 (日 )

出 場 者 、観 覧 者 を市 内 外 から募 集

できる「NHK 全 国 放 送 公 開 番 組 」を

招 致 、実 施 することにより、20 周 年

を盛 り上 げ、同 時 に春 日 部 市 を広

く全 国 に発 信 する。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　大 ホール

春 日 部 市 、

ＮＨＫさ いた

ま 放 送 局

共 催

 

30

郷 土 資 料 館

夏 季 展 示

令 和 ７年  

７月 23 日 (水 ) 

～９月 ７日 (日 )

特 産 品 の麦 わら帽 子 の歴 史 につい

て紹 介 する展 示 。

郷 土 資 料 館 企

画 展 示 室 （教

育 センター内 ）

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

31

春 ス ポ ふ れ ん

ず

令 和 ７年  

７月 26 日 (土 )

市 と連 携 協 定 を締 結 しているプロス

ポーツチームの協 力 を得 て、スポー

ツイベントを開 催 し、市 民 にスポー

ツの素 晴 らしさ、体 を動 かす楽 しさ

を体 感 してもらい、「する」スポーツ

の推 進 を図 る。また、チームの広 報

を積 極 的 に行 い、「みる」スポーツの

推 進 を図 る。

ア イ ル ・ ア リ ー

ナ 　 ウ イ ン グ ・

ハ ッ ト 春 日 部

( 春 日 部 市 総

合 体 育 館 ）

春 日 部 市  

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、 プ ロ ス

ポ ー ツ チ ー

ム

 

32

こども音 楽 祭  

▸P .13

令 和 ７年  

７月 27 日 (日 )

『クレヨンしんちゃん』の野 原 しんの

すけくんをゲストとし、春 日 部 ならで

はの音 楽 祭 を開 催 。 

こども達 や子 育 て世 帯 に音 楽 に触

れる機 会 を創 出 する。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　大 ホール

春 日 部 市
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33

郷 土 資 料 館

夏 季 展 示  

ミュージアム 

トーク

令 和 ７年  

７月 27 日 (日 )、 

８月 20 日 (水 )

学 芸 員 による夏 季 展 示 の展 示 解

説 。

郷 土 資 料 館 企

画 展 示 室 （教

育 センター内 ）

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

34

20 周 年 記 念

『 ク レ ヨ ン し ん

ち ゃ ん 』 グ ッ ズ

作 成

令 和 ７年 ８月 販

売 開 始

今 まで作 成 してきた「クレヨンしん 

ちゃん絵 はがきセット」の第 1 弾 ～第 3

弾 までの絵 柄 を使 用 し、アクリルキー

ホルダーを作 成 、販 売 。

市 役 所 ３ 階 シ

ティセールス広

報 課 ほか

－

 

35

第 20 回 か す

か べ 平 和 フ ェ

スティバル 

▸P .20

令 和 ７年  

８月 ２日 (土 )～ 

８月 ８日 (金 )

平 和 の大 切 さや戦 争 の悲 惨 さを広 く

住 民 に周 知 し、平 和 の重 要 性 につい

て考 えるきっかけとするため、非 核 平

和 都 市 宣 言 朗 読 ・平 和 コンサート等

の事 業 を実 施 。

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」）

春 日 部 市 、

春 日 部 市 平

和 フ ェ ス テ ィ

バ ル 実 行 委

員 会  共 催

 

36

20 周 年 記 念

「 ク レ ヨ ン し ん

ち ゃ ん 絵 は が

き 」 イ ラ ス ト 展

示  

▸P .14

令 和 ７年  

８月 ９日 (土 )～ 

８月 15 日 (金 )

今 まで絵 はがきとなったイラストの展

示 を実 施 。 

併 せて、これまでに市 で作 成 したもの

（冊 子 やランドセルカバー等 ）を展 示

し、『クレヨンしんちゃん』と市 の歩 みを

紹 介 。

ひだまりホール 春 日 部 市

 

37

こ ど も の 体 験

プログラム 

「 し ゃ ぼ ん 玉 の

魔 術 師 ミ ケ ー

レ・カファッジ」

令 和 ７年  

８月 10 日 (日 )

地 域 ・産 学 官 が連 携 して、自 然 体

験 、職 業 体 験 、文 化 芸 術 体 験 など

体 験 の機 会 を提 供 。

正 和 工 業 に じ

い ろ ホ ー ル （ 市

民 文 化 会 館 ）　 

小 ホール

春 日 部 市

 

38

夕 涼 み フ ェ ス

タ in 公 園 橋  

▸P .

令 和 ７年  

８月 23 日 (土 )

公 園 橋 を最 大 限 に有 効 活 用 し、地

域 の人 々と協 力 し、「人 と人 が繋 がる

ちから」を引 き継 ぎ、新 たな賑 わいを

創 出 すると共 に、地 域 住 民 の思 い出

を創 る。

古 利 根 公 園 橋

お よ び 河 川 内

周 辺

夕 涼 み フ ェ

ス タ 実 行 委

員 会 　
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健 康 スポ・ 

レクフェスタ

令 和 ７年  

８月 24 日 (日 )

様 々な軽 スポーツ・レクリエーションの

体 験 を通 して、市 民 の健 康 増 進 、体

力 向 上 及 び地 域 住 民 の交 流 を推 進

するとともに、市 民 のスポーツに対 す

る意 識 の高 揚 を図 る。

ア イ ル ・ ア リ ー

ナ 　 ウ イ ン グ ・

ハ ッ ト 春 日 部

( 春 日 部 市 総

合 体 育 館 ）

春 日 部 市 、

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

40

魅 力 再 発 見 !!

か す か べ ホ ー

ムカミングデイ 

▸P .14

令 和 ７年  

８月 30 日 (土 )

今 年 度 30 代 ・40 代 の方 をメインター

ゲットに､春 日 部 の魅 力 を再 発 見 して

いただき、定 住 ・移 住 の促 進 を図 る。

春 日 部 市 役 所

本 庁 舎

春 日 部 市

 

41

春 日 部 大 凧

花 火 大 会  

▸P .21

令 和 ７年  

８月 30 日 (土 )

例 年 開 催 している春 日 部 市 大 凧 花

火 大 会 において、20 周 年 記 念 として

記 念 花 火 の打 ち上 げを実 施 。

レジデンシャル 

パ ー ク Ｓ Ｈ Ｏ Ｗ Ａ

（ 庄 和 総 合 公

園 ）

春 日 部 市 、

庄 和 商 工

会

 

42

春 日 部 大 凧

花 火 大 会  

（まつりの部 ） 

▸P .21

令 和 ７年  

８月 30 日 (土 )

コミュニティ活 動 の一 層 の振 興 を図 る

とともに、市 民 の心 ふれあう住 みよい

地 域 社 会 づくりを目 的 とする。 

参 加 団 体 ：市 内 及 び近 隣 のコミュニ

ティ団 体 （出 演 ）、コミ協 加 盟 団 体 ・

商 工 会 加 盟 団 体 （出 店 ）

レジデンシャル 

パ ー ク Ｓ Ｈ Ｏ Ｗ Ａ

（ 庄 和 総 合 公

園 ）グラウンド

春 日 部 市 コ

ミュニティ推

進 協 議 会

 

43

郷 土 資 料 館

夏 季 展 示 記

念 講 演 会

令 和 ７年  

８月 31 日 (日 )

夏 季 展 示 のテーマに関 する専 門 家 を

講 師 に迎 える講 演 会 を開 催 。

教 育 センター

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

44

令 和 7 年 夏

巡 業 大 相 撲

春 日 部 場 所  

▸P .15

令 和 ７年  

８月 31 日 (日 )

相 撲 道 の普 及 、地 域 の活 性 化 、青

少 年 の育 成 を目 的 として行 われる大

相 撲 の巡 業 をアイル・アリーナ　ウイ

ング・ハット春 日 部 （春 日 部 市 総 合 体

育 館 ）で開 催 。

ア イ ル ・ ア リ ー

ナ 　 ウ イ ン グ ・

ハ ッ ト 春 日 部

( 春 日 部 市 総

合 体 育 館 ）

大 相 撲 春 日

部 場 所 実 行

委 員 会 （テレ

ビ愛 知 等 ） 

主 催  

春 日 部 市  

協 力
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45

郷 土 資 料 館

夏 季 展 示 解

説 講 座

令 和 ７年  

９月 ６日 (土 )

夏 季 展 示 のテーマに関 して学 芸 員

が解 説 する講 座 を開 催 。

教 育 センター

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

46

SDGs カフェ 

～ 本 物 の 土

器 か ら 模 様 を

写 し 取 ろ う ！

学 芸 員 お し ご

と体 験 ～

令 和 ７年  

９月 13 日 (土 )

SDGs の普 及 と推 進 に向 けて、市

民 の皆 さんや企 業 を対 象 として 

SDGs カフェを定 期 的 に開 催 。 

イオンモール春 日 部 「まちのおしごと

体 験 」のなかで、地 域 の文 化 財 をと

おして働 くことへの理 解 を深 める、

学 芸 員 おしごと体 験 を実 施 。

イオンモール春

日 部

春 日 部 市

 

47

春 日 部 市 20

周 年 の歩 み

（年 表 ）の作

成

HP： 

令 和 ７年  

９月 26 日 (金 )～ 

展 示 ： 

令 和 ７年  

９月 26 日 (金 )～ 

令 和 ８年  

１月 14 日 (水 )

市 の歴 史 年 表 を作 成 し、HP に公

開 し、教 育 センターにて展 示 。

教 育 センター

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

48

かすかべ環 境

講 演 会  

▸P .15

令 和 ７年  

９月 27 日 (土 )

識 者 を招 き、世 界 で起 こる気 候 危

機 や生 物 多 様 性 の危 機 について

講 演 していただき、環 境 問 題 の現

状 を知 る機 会 を創 出 する。

春 日 部 市 市 民

活 動 セ ン タ ー

「 ぽ ぽ ら 春 日

部 」

春 日 部 市

 

49

第 2 回 かすか

べまちづくり 

フェスタ 

▸P .21

令 和 ７年  

９月 27 日 (土 )

日 頃 より本 市 のインフラ等 を支 えて

いる建 設 業 関 連 団 体 から市 民 への

アピールの場 を設 けるとともに、公

共 空 間 を活 用 したにぎわいの場 を

提 供 し、地 元 商 店 会 の協 力 のも

と、市 民 に飲 食 しながら楽 しんでも

らうことを目 的 とする。

春 日 部 市 役 所

本 庁 舎

か す か べ ま

ち づ く り フ ェ

ス タ 実 行 委

員 会
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50

エ リ ア 情 報 誌

の作 成  

▸P .54

令 和 ７年 10 月 ～ 

令 和 ８年 ３月 末

「春 日 部 LOVEＷａｌｋｅｒ」での魅 力

発 信 により、市 民 に「住 んで良 かっ

た、住 み続 けたい」と思 える“まち”

を目 指 すと同 時 に、広 域 的 な認 知

度 向 上 により観 光 客 誘 致 を図 り、

賑 わいの創 出 を促 進 する。 

－ 春 日 部 市

 

51

春 日 部 市 市

制 施 行 20 周

年 記 念   

お祝 い給 食

令 和 ７年  

10 月 １日 (水 )

市 内 統 一 献 立 として、春 日 部 にゆ

かりのある食 材 、献 立 をお祝 い給

食 として提 供 した。 

また、はるこめこを使 用 して『クレヨ

ンしんちゃん』デザインのパッケージ

のデザートを作 り提 供 した。 

市 内 小 ・中 ・義

務 教 育 学 校 、

公 設 公 営 保 育

所

春 日 部 市

 

52

春 日 部 市 市

制 施 行 ２ ０ 周

年 記 念 式 典  

▸P .８

令 和 ７年  

10 月 ４日 (土 )

20 周 年 を記 念 し、20 年 間 の功 労 を

顕 彰 。 

市 表 彰 、アトラクション等 を実 施 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　 

大 ホール

春 日 部 市

 

53

春 日 部 市 表

彰  

【表 彰 式 は 20

周 年 記 念 式

典 で実 施 】 

▸P .８

令 和 ７年  

10 月 ４日 (土 )

市 政 に功 労 があった方 や模 範 とな

る善 行 を行 った方 、技 能 関 係 でそ

の職 業 の発 展 に寄 与 した方 を表 彰

し、さらなる意 欲 の向 上 を図 る。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ） 

大 ホール

春 日 部 市

 

54

市 制 施 行 20

周 年 記 念 式

典 オ ー プ ニ ン

グ 平 和 コ ン サ

ート 

▸P .８

令 和 ７年  

10 月 ４日 (土 )

市 制 施 行 20 周 年 記 念 式 典 におい

て、オープニング平 和 コンサートを

開 催 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　大 ホール

春 日 部 市
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55

市 民 体 育 祭

地 区 大 会 （ ８

地 区 ）

令 和 ７年  

10 月 ５日 (日 )、 

10 月 12 日 (日 )

各 地 で体 育 祭 を盛 大 に開 催 し、市

民 のスポーツ・レクリエーション活 動

への意 識 の高 揚 を図 る。 

　地 域 の特 色 を生 かし、誰 でも気 軽

に参 加 できる内 容 を工 夫 し、住 民

の健 康 と体 力 の向 上 及 び相 互 の

交 流 と親 睦 を深 めて、健 全 な地 域

の発 展 を図 る。 

各 地 区 小 学 校

等

春 日 部 市 、 

各 地 区 自

治 会 連 合

会 、各 市 民

センター

 

56

市 民 体 育 祭

地 区 大 会 （ 武

里 大 枝 ）

令 和 ７年  

10 月 12 日 (日 )

各 地 区 で体 育 祭 を開 催 し、市 民 の

スポーツ・レクリエーション活 動 への

意 識 の高 揚 を図 る。地 域 の特 色 を

生 かし、誰 でも気 軽 に参 加 できる内

容 を工 夫 し、住 民 の健 康 と体 力 の

向 上 及 び相 互 の交 流 と親 睦 を深 め

て、健 全 な地 域 の発 展 を図 る。

各 地 区 小 ・ 中

学 校 等

春 日 部 市 、 

各 地 区 自

治 会 連 合

会 、 

武 里 団 地

自 治 会 協

議 会 、 

各 地 区 公

民 館

 

57

長 寿 を祝 う会  

▸P .22

令 和 ７年  

10 月 13 日  

(月 ・祝 )

　多 年 にわたり、社 会 に尽 くしてこら

れた高 齢 者 を敬 愛 し、長 寿 を祝 うた

め、式 典 、アトラクション等 を実 施 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ） 

大 ホ ー ル 、 小

ホール

春 日 部 市 、 

市 社 会 福

祉 協 議 会

 

58

令 和 ７年 度 市

民 アカデミー

令 和 ７年  

10 月 16 日 (木 )

人 権 ポスター・作 文 の発 表 を行 うと

ともに、市 民 ・学 校 ・社 会 教 育 活 動

を行 っている団 体 等 を対 象 とした講

演 会 を実 施 。

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」）

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、 

春 日 部 市

人 権 教 育

推 進 協 議

会
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59

創 業 百 年 老

舗 顕 彰  

▸P .16

令 和 ７年  

10 月 18 日 (土 )

これまで、地 域 経 済 や文 化 に貢 献

してきた企 業 や店 舗 への敬 意 を示

すため、対 象 事 業 者 への表 彰 を実

施 。

ア イ ル ・ ア リ ー

ナ 　 ウ イ ン グ ・

ハ ッ ト 春 日 部

( 春 日 部 市 総

合 体 育 館 ）

春 日 部 市 　

 

60

第 29 回 か す

かべ 商 工 まつ

り 

▸P .22

令 和 ７年  

10 月 18 日 (土 ) 

10 月 19 日 (日 )

市 内 事 業 者 と市 民 のコミュニケー 

ションの場 を提 供 すると共 に、市 内 で生

産 及 び販 売 される優 良 製 品 の展 示 を

行 い、市 内 外 に紹 介 し、本 市 の商 工 業

の発 展 に寄 与 するもの。

ア イ ル ・ ア リ ー

ナ 　 ウ イ ン グ ・

ハ ッ ト 春 日 部

( 春 日 部 市 総

合 体 育 館 ）

春 日 部 商

工 会 議 所

主 催  

春 日 部 市

共 催

 

61

各 地 区 文 化

祭 ・ 公 民 館 ま

つり

令 和 ７ 年 11 月

～ 

令 和 ７年 12 月

各 地 区 公 民 館 が実 施 する公 民 館 利 用

者 や担 当 地 区 住 民 の学 習 成 果 の発

表 を行 い、市 民 が学 習 活 動 へ参 加 す

る契 機 となることを目 的 とする。

各 地 区 公 民 館

各 地 区 公

民 館 、 

文 化 連 盟

（豊 野 ）

 

62

第 ６回 武 里 図

書 館 まつり

令 和 ７年  

11 月 ２日 (日 )

図 書 館 の利 用 拡 大 及 びボランティ

ア団 体 の活 動 推 進 のため、各 種 イ

ベントを実 施 。

武 里 図 書 館

春 日 部 市

立 武 里 図

書 館 、武 里

大 枝 市 民

セ ン タ ー　

共 催

 

63

ア オ ハ ル 祭  

～ 高 校 文 化

祭  in 春 日

部 市 役 所 ～ 

▸P .16

令 和 ７年  

11 月 ２ 日 ( 日 )

～ 

11 月 ８日 (土 )

市 内 各 高 等 学 校 の特 色 ある取 り

組 みを発 表 する場 を設 け、生 徒 の

活 動 意 欲 の向 上 とともに春 日 部 の

学 校 の魅 力 を参 加 者 に PR する機

会 を創 出 する。

春 日 部 市 役 所

本 庁 舎

春 日 部 市

主 催

 

64

大 久 保 信 子

展 覧 会

令 和 ７年  

11 月 ２日 (日 )～ 

11 月 ８日 (土 )

日 頃 より熱 心 に美 術 制 作 に取 り組 んで

いる高 校 生 に、プロの作 品 に触 れる機

会 を届 けるため春 日 部 市 在 住 の画 家  

大 久 保  信 子 氏 の作 品 を展 示 。

ひだまりホール

春 日 部 市

主 催
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65

Jazz Day 

かすかべ秋  

▸P .23

令 和 ７年  

11 月 ８日 (土 )

　「JAZZ でまちなかににぎわいをつ

くろう」をテーマに掲 げ、会 場 周 辺 の

商 店 会 が連 携 して中 心 となり、地

域 ににぎわいを創 出 すると共 に、商

店 の販 促 効 果 とジャズ文 化 (音 楽

文 化 )の浸 透 を図 ることを目 的 に、

市 内 外 における学 校 の吹 奏 楽 部 、

アマチュアバンドやサークル及 びプ

ロアーティストによるジャズ演 奏 等 を

実 施 。 

中 央 町 第 4 公

園 、東 部 地 域 振

興 ふれあい拠 点

施 設 「 ふ れ あ い

キ ュ ー ブ 」 多 目

的 ホール

春 日 部

TMO　主 催

 

66

第 40 回 春 日

部 市 庄 和 地

域 産 業 祭  

▸P .23

令 和 ７年  

11 月 ９日 (日 )

庄 和 地 域 の産 業 の振 興 を図 るため

開 催 。春 日 部 市 、庄 和 商 工 会 、埼

玉 みずほ農 協 で実 行 員 会 を構 成 。

市 から実 行 委 員 会 へ補 助 金 を支

出 して開 催 。商 業 市 、ステージカー

を使 用 したイベント、上 棟 式 、スクラ

ッチくじなどを実 施 。

レジデンシャル 

パークＳＨＯＷ

Ａ（庄 和 総 合

公 園 ）、庄 和

総 合 支 所

庄 和 地 域

産 業 祭 実

行 委 員 会

（庄 和 商 工

会 、JA 埼

玉 みずほ、

春 日 部 市 ）

 

67

春 日 部 市 地

域 安 全 ・ 暴 力

排 除 大 会

令 和 ７年  

11 月 11 日 (火 )

地 域 安 全 功 労 団 体 ・暴 力 排 除 功

労 団 体 及 び防 犯 ポスター優 秀 者 の

表 彰 を実 施 。かつ市 の取 り組 み等

を紹 介 し、市 民 の意 識 高 揚 をはか

った。また、各 位 のあいさつ、アトラ

クション等 の実 施 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　大 ホール

春 日 部 市 ・

春 日 部 警

察 署 、春 日

部 市 防 犯

協 会 、春 日

部 市 暴 力

排 除 推 進

協 議 会

 

68

神 明 貝 塚 ボラ

ンティア講 座

令 和 ７年  

11 月 13 日 (木 )

神 明 貝 塚 の保 存 事 業 や活 用 事 業

にボランティアとして参 加 する方 、ま

たは、興 味 のある方 を対 象 とした連

続 講 座 。

大 凧 文 化 交 流

センター「ハル

カイト」

春 日 部 市

教 育 委 員

会
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69

第 19 回 春 日

部 市 美 術 展

覧 会

令 和 ７年  

11 月 18 日 (火 )

～ 

11 月 23 日  

(日 ・祝 )

日 本 画 、洋 画 、彫 刻 、工 芸 、書 、写

真 について市 民 公 募 によるすぐれ

た作 品 を公 開 し、広 く芸 術 に親 しん

でもらう。

東 部 地 域 振 興

ふ れ あ い 拠 点

施 設 「ふれあい

キ ュー ブ」 多 目

的 ホール

春 日 部 市 、

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、市 展 実

行 委 員 会 　

 

70

第 18 回 図 書

館 まつり

令 和 ７年  

11 月 22 日 (土 )

図 書 館 の利 用 拡 大 及 びボランティ

ア団 体 の活 動 推 進 のため、各 種 イ

ベントを実 施 。

中 央 図 書 館

春 日 部 市 立

中 央 図 書

館 、 図 書 館

ボ ラ ン テ ィ ア

団 体 　共 催

 

71

ハーモニー 

フェスタ 2025

令 和 ７年  

11 月 22 日 (土 )

～ 

11 月 30 日 (日 )

　「女 性 に対 する暴 力 をなくす運 動 」期

間 に合 わせて、男 女 共 同 参 画 に関 する

さまざまなな情 報 を提 供 するとともにハ

ーモニー春 日 部 を周 知 する。利 用 団 体

の公 開 活 動 ・市 民 企 画 事 業 ・実 行 委

員 会 企 画 事 業 （講 演 会 ・キッズプログラ

ム・展 示 など）を実 施 。

男 女 共 同 参 画

推 進 センター

「ハーモニー春

日 部 」

春 日 部 市 、

ハーモニー

フェスタ実

行 委 員 会 　

 

72

第 50 回 春 日

部 市 農 業 祭  

▸P .24

令 和 ７年  

11 月 23 日 (日 ・

祝 )

地 元 農 産 物 の普 及 啓 発 、地 産 地 消 及

び消 費 の拡 大 を図 ることを目 的 に開 催

する。農 産 物 品 評 会 ・即 売 会 、市 内 小

学 生 による絵 画 ・書 道 展 、市 内 農 産 物

の販 売 、模 擬 店 の出 店 、ミニコンサート

などを実 施 。

ア イ ル ・ ア リ ー

ナ 　 ウ イ ン グ ・

ハ ッ ト 春 日 部

( 春 日 部 市 総

合 体 育 館 ）

春 日 部 市 　

主 催  

春 日 部 市

農 業 団 体

連 合 会  

主 管

 

73

かすかべ音 楽

祭 2025 

▸P .24

令 和 ７年  

11 月 24 日  

(月 ・振 替 休 日 )

市 民 に根 付 く音 楽 文 化 を守 り、より

一 層 育 むとともに、音 楽 を通 じて都

市 イメージアップやシビックプライド

の醸 成 を図 ることを目 的 とする。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　大 ホール

( 一 社 ) 春 日

部 フィ ル ハー

モ ニ ー 管 弦

楽 団 　主 催  

春 日 部 市 　

共 催
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74

第 34 回 平 和

コンサート 

▸P .25

令 和 ７年  

11 月 29 日 (土 )

市 民 の平 和 に対 する理 解 と認 識 を

深 めるため、コンサートの開 催 を通

じて非 核 平 和 都 市 宣 言 の周 知 及

び平 和 意 識 の啓 発 を行 う。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）小 ホール

春 日 部 市

 

75

春 日 部 市 市

施 行 ２ ０ 周 年

記 念  

か す か べ 、 あ

な た の 好 き が

続 くまち 

交 通 安 全 ・ 防

犯 ・ 防 災 フ ェ

ア

令 和 ７年  

11 月 29 日 (土 )

交 通 安 全 ・防 犯 ・防 災 についての

学 びの機 会 を、様 々な体 験  

コーナーやステージイベントを実 施 。

道 の駅 庄 和 交

流 広 場

庄 和 商 工

会

 

76

第 ３ ３ 回 か す

かべ郷 土 かる

た大 会

令 和 ７年  

11 月 30 日 (日 )

かすかべ郷 土 かるたを通 して、仲 間

づくりや郷 土 愛 の醸 成 を図 るため、

郷 土 かるた大 会 を開 催 。 

３人 一 組 のチーム戦 で、トーナメント

方 式 で実 施 。

市 民 体 育 館

春 日 部 市 、

青 少 年 育

成 春 日 部

市 民 会 議  

共 催

 

77

第 ６回 庄 和 図

書 館 まつり

令 和 ７年  

11 月 30 日 (日 )

図 書 館 の利 用 拡 大 及 びボランティ

ア団 体 の活 動 推 進 のため、各 種 イ

ベントを実 施 。

庄 和 図 書 館

春 日 部 市 立

庄 和 図 書

館 、 図 書 館

ボ ラ ン テ ィ ア

団 体  共 催

 

78

共 に 生 き よ

う ！ フ ェ ス テ ィ

バル 

障 が い 者 作

品 展

令 和 ７年  

12 月 ２ 日 ( 火 )

～ 

12 月 ７日 (日 )

市 内 の障 がい者 による美 術 作 品 な

どの展 示 により、出 展 者 間 （福 祉

施 設 間 ）及 び来 場 者 との交 流 の機

会 を創 出 するとともに市 民 が広 く障

がい者 の福 祉 について理 解 を深 め

ることを目 的 とする。

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」） 

ギャラリー

障 が い 者

支 援 課 、中

央 公 民 館
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79 健 康 フェア

令 和 ７年  

12 月 ６日 (土 )、

12 月 ７日 (日 )

市 民 の健 康 に関 する意 識 啓 発 と情

報 提 供 を図 る。各 種 測 定 、講 演

会 、体 験 型 を催 し、資 料 配 付 等 を

とおして健 康 の啓 発 を行 う。

春 日 部 市 保 健

センター

春 日 部 市

 

80

令 和 ７年 度 親

子 サ イ エ ン ス

ショー

令 和 ７年  

12 月 ７日 (日 )

親 子 の体 験 活 動 の機 会 創 出 を目

的 に開 催 。

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」）

春 日 部 市 、

青 少 年 育

成 春 日 部

市 民 会 議 、

春 日 部 市

青 少 年 育

成 推 進 員

協 議 会 、 春

日 部 市 PTA

連 合 会 、 公

益 社 団 法

人 春 日 部

法 人 会 春

日 部 支 部  

共 催

 

81

SDGs カフェ 

～AI でつ なが

る こ れ か ら の

未 来 と想 い～

令 和 ７年  

12 月 11 日 (木 )

SDGs の普 及 と推 進 に向 けて、市 民

の皆 さんや企 業 を対 象 として SDGs 

カフェを定 期 的 に開 催 。 

共 栄 大 学 の学 生 と、春 日 部 の名 所 ・

名 産 品 についてのアート＆ストーリー

展 と生 成 AI 体 験 を実 施 。

春 日 部 市 役 所

２０１会 議 室

春 日 部 市  

共 栄 大 学

 

82

かすかべ押 絵

羽 子 板 と特 産

品 まつり 

▸P .25

令 和 ７年  

12 月 23 日 (火 ) 

12 月 24 日 (水 )

春 日 部 の伝 統 を見 直 し、地 元 春 日

部 への愛 着 と誇 りを確 認 していただ

くと共 に、特 産 品 （桐 箱 、桐 製 品

等 ）の販 売 等 を実 施 。

まちなかひろば

春 日 部 市

特 産 品 協

議 会 、春 日

部 羽 子 板

組 合
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83

こ ど も の 体 験

プ ロ グ ラ ム 「 こ

ま の た け ち ゃ

ん 　 あ そ ぶ あ

そび」

令 和 ７年  

12 月 27 日 (土 )

地 域 ・産 学 官 が連 携 して、自 然 体

験 、職 業 体 験 、文 化 芸 術 体 験 など

体 験 の機 会 を提 供 する。

ひだまりホール 春 日 部 市

 

84

令 和 8 年 春

日 部 市 二 十

歳 を祝 う会  

▸P .26

令 和 ８年  

１月 11 日 (日 )

20 歳 を迎 えた若 者 の人 生 の節 目 を

祝 福 するとともに、将 来 の幸 福 を祈

念 し、あわせて社 会 人 として、市 民

としての自 覚 を促 すことを目 的 に開

催 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　大 ホール

春 日 部 市 、

春 日 部 市

教 育 委 員

会 、春 日 部

市 二 十 歳

を 祝 う 会 実

行 委 員 会

 

85

春 日 部 市 消

防 団 出 初 め

式

令 和 ８年  

１月 12 日  

(月 ・祝 )

地 域 住 民 の火 災 予 防 の意 識 向 上

のほか、消 防 団 員 の職 務 遂 行 に必

要 な人 員 、服 務 、機 械 器 具 及 び訓

練 礼 式 等 の点 検 を行 うことにより、

組 織 としての災 害 活 動 体 制 の万 全

を期 することを目 的 として実 施 。

正 和 工 業 に じ

いろホール 

（ 市 民 文 化 会

館 ）　

春 日 部 市  

春 日 部 市

消 防 団

 

86

民 俗 芸 能 公

開 事 業  

※雪 により中

止

令 和 ８年  

２月 ８日 (日 )

地 域 で代 々伝 えられてきた民 俗 芸

能 を公 共 施 設 で公 開 。

庄 和 市 民 セン

ター正 風 館

（庄 和 地 区 公

民 館 ）大 ホー

ル

春 日 部 市

教 育 委 員

会

 

87

 

こ ど も の 体 験

プログラム 

「 首 都 圏 外 郭

放 水 路 探 検

ツアー」

令 和 ８年  

２月 15 日 (日 )

地 域 ・産 学 官 が連 携 して、自 然 体

験 、職 業 体 験 、文 化 芸 術 体 験 など

体 験 の機 会 を提 供 する。

市 内 春 日 部 市
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88

かすかべ 

SDGｓフォーラ

ム２０２６ 

▸P .26

令 和 ８年  

３月 14 日 (土 )

未 来 を担 うこども達 に魅 力 あふれる

春 日 部 を大 切 につなげていくことを

目 指 し、地 域 の方 々への SDGｓの

普 及 啓 発 や地 域 全 体 のＳＤＧｓ達

成 に向 けて、各 自 の取 組 を促 進 さ

せることを目 的 として実 施 。

春 日 部 市 役 所 春 日 部 市

 

89

かすかべ環 境

フェア

令 和 ８年  

３ 月 17 日 ( 火 )

～ 

３月 22 日 (日 )

かすかべ環 境 ネットワークの参 画 会

員 である市 民 会 員 や市 民 団 体 会

員 、事 業 者 会 員 及 び市 の環 境 活

動 についての展 示 を行 い、市 民 の

環 境 意 識 の向 上 を図 るとともに、か

すかべ環 境 ネットワークの組 織 や活

動 の拡 大 を図 ることを目 的 とする。

春 日 部 市 市 民

活 動 セ ン タ ー

「 ぽ ぽ ら 春 日

部 」

か す か べ 環

境 ネ ッ ト ワ ー

ク 、 春 日 部

市 市 民 活 動

セ ン タ ー ぽぽ

ら春 日 部

 

90

こどもの体 験  

プ ロ グ ラ ム

｢ PLAYGROUND 

KASUKABE （ 春

日 部 の あ そ び

場 ）」

令 和 ８年  

３月 20 日  

(金 ・祝 )

地 域 ・産 学 官 が連 携 して、自 然 体

験 、職 業 体 験 、文 化 芸 術 体 験 など

体 験 の機 会 を提 供 する。

ひ だ ま り ホ ー

ル ・ ま ち な か ひ

ろば

春 日 部 市

 

91

かすかべ桜  

ウオーキング　

令 和 ８年  

３月 29 日 (日 )

春 日 部 市 の桜 の名 所 である、古 利 根

川 沿 いをウオーキングするイベントを実

施 し、市 民 の健 康 づくりを支 援 する。

エンゼルドーム 

牛 島 公 園  

古 利 根 川 沿 い

春 日 部 市  

ふれあい 

ウオーキング

 

92 展 示

令 和 ８年  

３月 末 まで

20 周 年 を記 念 し、この 20 年 間 に開

催 された大 凧 あげ祭 りにまつわる作

品 （ミニ凧 ）や写 真 、市 民 参 加 型 の

20 年 “年 表 ”を展 示 。

大 凧 文 化 交 流

センター「ハル

カイト」

春 日 部 市

 

93 展 示

令 和 ８年  

３月 末 まで

20 周 年 を記 念 し、大 凧 の和 紙 を 15

㎝に切 り整 え、1000 個 のバラを折 っ

て並 べ、お祝 いのケーキを展 示 。

大 凧 文 化 交 流

センター「ハル

カイト」

春 日 部 市
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○春日部市市制施行２０周年記念協賛事業（実施日順）  

 
№ 事 業 名

開 催 期 日  

もしくは期 間

事 業 の目 的 ・概 要 開 催 会 場 主 催

 

1
一 ノ割 駅 前  

休 日 診 療 所

令 和 ７年  

７月 １日 （火 ）～

令 和 ８年  

３月 31 日 （火 ）

春 日 部 市 の ２ ０ 周 年 事 業 の ロ ゴ と

当 院 のロゴを１枚 の紙 に印 刷 して、

来 院 された方 に配 布 し、SNS などの

投 稿 をお願 いする。 

また同 様 のデータを当 院 の公 式  

ウ ェ ブ サ イ ト ・ SNS （ X お よ び

Instagram）で定 期 的 （月 １回 ）に投

稿 して 、春 日 部 市 の イベントを盛 り

上 げる。

春 日 部 市 一 ノ

割 地 内

一 ノ割 駅 前

休 日 診 療

所

 

2

春 日 部 市 つ

な が る 広 場  

〜 皆 が

HAPPY 小 さ

な幸 せ見 つか

るよ〜

令 和 ７年  

７月 ４日 （金 ）

 開 会 式 （春 日 部 市 長 ・春 日 部 市

議 会 議 長 ・福 祉 部 長 ご出 席 ） 

 啓 発 ブース 

 福 祉 事 業 所 ・学 校 による販 売  

 障 がいスポーツの体 験 ブース 

 福 祉 施 設 による事 業 所 紹 介 、相

談 ブース

市 民 体 育 館

春 日 部 市

障 が い 福

祉 協 会

 

3

第 53 回  

春 日 部 夏 まつ

り 

▸P .19

令 和 ７年  

７月 12 日 （土 ） 

７月 13 日 （日 ）

・自 治 会 による御 輿 パレード 

・ 団 体 に よ る 流 し 踊 り 、 和 太 鼓 競

演 、よさこいソーラン 

・露 天 商 の出 店 　等

春 日 部 駅 東 口

地 域

春 日 部 夏

ま つ り 実 行

委 員 会
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4
百 鬼 夜 響

令 和 ７年  

７月 13 日 （日 ）

・メタルバンドを招 待 し、お寺 を活 か

し た ラ イ ブ パ フ ォ ー マ ン ス を 披 露 す

る。 

・ MC を 手 配 し 、イベントを盛 り上 げ

る。 

・終 演 後 はバンドと主 催 者 たちによ

るトークセクションを設 ける。 

・ 春 日 部 在 学 の 学 生 バ ン ド を 出 演

させる。 

・ バ ン ド の 物 販 、 清 涼 飲 料 水 の 販

売 を行 う。

最 勝 院

百 鬼 夜 響

実 行 委 員

会

 

5
TCG サ プ ラ イ

マルシェ

令 和 ７年  

８月 ２日 （土 ）

Ｔ Ｃ Ｇ（ トレ ー デ ィ ングカ ー ド ゲ ーム ）

周 辺 アイテムに特 化 した、「触 れる・

選 べる・買 える」を掲 げた“全 国 初 ”

の試 用 体 験 型 企 画 で、ユーザーの

意 見 を 基 に し た 共 創 イ ベ ン ト を 開

催 。 

 

後 援 ：春 日 部 商 工 会 議 所 、 

ＮＰＯトレカで子 どもを笑 顔 にする会

大 宮 ソニ ックシ

テ ィ  第 二 、 三

展 示 場

TCG サプライ

マルシェ事 務

局  

（カードの鎧 /

サニ ーデ イ マ

ーケット）

 

6

春 日 部 市 市

制 施 行 20 周

年 記 念 春 日

部 市 長 杯 少

年 野 球 大 会

令 和 ７年  

８月 ９日 （土 ）～ 

８月 11 日 （月 ）

春 日 部 ヤング（中 学 公 式 野 球 連 盟

所 属 ）が主 催 の春 日 部 市 長 杯 の冠

にて、春 日 部 市 の少 年 野 球 チーム

を中 心 に 12 チームにてトーナメント

戦 を行 った。 

 

協 賛 ： 春 日 部 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 、

フジスポーツ、さいたま春 日 部 市 場

（株 ）、（株 ）イースト

大 沼 野 球 場 、

庄 和 球 場 、 牛

島 野 球 場

春 日 部 ヤン

グ
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大 枝 公 園  

自 治 会 まつり

令 和 ７年  

９月 27 日 （土 ） 

９月 28 日 （日 ）

今 年 ２度 目 の開 催 となる大 枝 自 治

会 主 催 のお祭 り。 

や ぐ ら 、 盆 踊 り 、 太 鼓 演 奏 、 バ ン ド

演 奏 、 出 店 や キ ッ チ ン カ ー で の 販

売 、 地 域 の 中 学 校 ・ ス ポ ー ツ チ ー

ム・住 民 による発 表 。 

地 域 の学 校 や住 民 による発 表 や交

流 の場 と して、近 隣 自 治 会 や地 元

企 業 とも協 力 して開 催 。

大 枝 公 園

大 枝 地 区

自 治 会
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第 21 回  

春 日 部 工 芸

協 会 展

令 和 ７年  

10 月 １ 日 （ 水 ）

～ 

10 月 ４日 （土 ）

・ 春 日 部 工 芸 協 会 の会 員 各 々が丹 精

込 めて作 成 した、工 芸 ・手 工 芸 の作 品

を 展 示 し 、 手 作 り の 良 さ を 伝 え た い 。

（入 場 無 料 ） 

・ 日 替 わ り の 体 験 講 習 を 会 場 内 で 行

い、作 る楽 しさ・仕 上 がった時 の喜 びを

体 験 していただく。 

・ 会 場 内 に 「 災 害 義 援 金 」 の 募 金 箱 を

設 置 し、集 まった寄 付 金 は日 本 赤 十 字

社 を通 して被 災 地 へ届 ける。

東 部 地 域 振 興

ふ れ あ い 拠 点

施 設 「ふれあい

キ ュー ブ 」 多 目

的 ホール C

春 日 部 工

芸 協 会
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「 春 日 部 市 市

制 施 行 20 周 年

記 念 」 小 学 生

バ ス 無 料 乗

車 体 験

令 和 ７年  

10 月 ５日 （日 ）

小 学 生 を対 象 としたバスの無 料 乗

車 体 験 を実 施 することで、バス利 用

に慣 れ親 しんでいただく。

春 日 部 市 内 を

運 行 す る バ ス

路 線

朝 日 自 動

車 株 式 会

社
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世 界 の ご ち そ

うさま

令 和 ７年  

10 月 12 日  

（日 ）

・各 国 の料 理 の模 擬 店 （キッチンカー、

屋 台 ） 

・ ス テ ー ジ を 利 用 し て の 音 楽 イ ベ ント や

ダンス 

・フリーマーケット 

・イルミネーション点 灯

中 央 町 第 ４ 公

園

春 日 部 西

口 駅 前 商

店 会
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ふれあい大 学

校 友 会 第 36

回 文 化 祭

令 和 ７年  

10 月 21 日  

（火 ）、 

10 月 22 日  

（水 ）

 

春 日 部 市 ふれあい大 学 卒 業 生 で

構 成 される校 友 会 に所 属 する各

クラブ活 動 の発 表 会  

 

①演 技 発 表  

　うたごえサロン・ 民 舞 ・カラオケ・

フラダンス・民 謡  

②作 品 展 示  

　書 道 ・俳 句 ・園 芸  

③クラブ紹 介 ・デモンストレーション 

　グラウンドゴルフ・ゴルフ・ 

健 康 吹 き矢 ・社 交 ダンス・旅 行 ・ 

ウォーキング 

粕 壁 市 民 セ ン

タ ー （ 中 央 公

民 館 「 ウ ィ ス か

すかべ」）

春 日 部 市

ふ れ あ い 大

学 校 友 会
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秋 の龍 Ｑ館 で

親 子 自 然 観

察 会

令 和 ７年  

10 月 25 日  

（土 ）

 

自 然 観 察 会 コース： 

多 目 的 広 場 北 側 スロープ→西 側

林 縁 →南 側 道 路 →用 水 路 を渡

り、稲 荷 神 社 →折 り返 し、東 側 通

路 →龍 Q 館 前 駐 車 場 前 でまとめ 

 

時 折 小 雨 があり気 温 が低 く、 

チョウやトンボが飛 ばなかった。 

バッタやどんぐりを観 察 。 

稲 荷 神 社 前 の用 水 路 橋 上 で東

日 本 大 震 災 の時 、春 の自 然 観 察

会 の下 見 に来 ていて地 震 にあっ

た時 の様 子 や多 目 的 広 場 周 囲 の

樹 木 は植 樹 をして１９年 になる事

などを話 す。 

春 日 部 市 上 金

崎 　龍 Q 館 「水

辺 の森 」とその

周 辺

「水 辺 の

森 」を守 る

会
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かすかべ 

藤 ロック 

音 楽 祭

令 和 ７年  

10 月 26 日  

（日 ）

音 楽 の街 “春 日 部 ”の代 表 的 なイベント

となることを目 指 し、約 ６年 ぶりに開 催 。 

会 場 は「レジデンシャルパークＳＨＯＷＡ

（庄 和 総 合 公 園 ）」を予 定 していたが当

日 は雨 天 のため、かすかべ市 内 のライ

ブハウス「Live  &  Event  BAR Everch i l d

（エバーチャイルド）」にて開 催 した。 

そのため、予 定 していたキッズダンス及

び飲 食 店 の出 店 はなくなり、アマチュア

バンドの出 演 のみとなった。

Live & Event 

BAR Everchi ld

（ エ バ ー チ ャ イ

ルド）

かすかべ 藤

ロ ッ ク 音 楽

祭 実 行 委

員 会
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第 62 回 「 文

化 の祭 典 」

令 和 ７年  

11 月 １日 （土 ） 

11 月 ２日 （日 ） 

11 月 ９日 （日 ）

・芸 術 部 門  

①正 和 工 業 にじいろホール（市 民 文 化

会 館 ）大 、中 会 議 室  

11 月 １日 （土 ）13 時 半 〜16 時 、 

11 月 ２日 （日 ）10 時 ～16 時  

【作 品 展 示 】 . 

華 道 (8 社 中 )、俳 句 (1 社 中 )、 

押 し花 (1 社 中 )、水 引 工 芸 (１社 中 ) 

【茶 席 での体 験 】 

茶 道 (1 社 中 ) 

②教 育 センター　視 聴 覚 ホール 

11 月 ９日 （日 ）13 時 半 ～16 時 　 

【手 作 り映 像 作 品 の上 映 】 

映 像 (1 社 中 ) 

・芸 能 部 門  

正 和 工 業 にじいろホール（市 民 文 化 会

館 ）小 ホール 

11 月 ２日 （日 ）12 時 ～16 時 時 半  

【舞 台 発 表 】 

舞 踊 (15 社 中 )、民 謡 (2 社 中 )、 

バレエ(1 社 中 )、箏 (1 社 中 )

正 和 工 業 に じ

い ろ ホ ー ル （ 市

民 文 化 会 館 ）

小 ホ ー ル ・ 会

議 室 、 教 育 セ

ンター 視 聴 覚

ホール

春 日 部 市

文 化 連 合

会
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お し ゃ れ 横 丁

ホ コ 天 復 活 だ

ヨ ！ 全 員 集

合 ！

令 和 ７年  

11 月 23 日  

（日 ・祝 ）

・駅 前 商 店 会 のど自 慢 大 会  

・満 天 ステージアコースティックライ

ブ 

・フリーマーケット 

・キッチンカー・屋 台 出 店

春 日 部 市 中 央

１ 丁 目 ９ ・ １ ０

番 地 付 近

春 日 部 西

口 駅 前 商

店 会


